
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3008 

令和４年度 機械科 

 

教科 工業 科目 原動機 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「原動機」 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 原動機とは何かについて学び、原動機に関わりのあるエネルギーの重要性について知識を深め

る。また、ポンプや水車、油圧装置、内燃機関などの種類、構造を理解し、身近な場所でどのよう

に利用されているかなどを学ぶ。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・エネルギーや流体力学の理論や現象などの基礎的知識を習得し、その知識を有効に活用する能力

を育てることを目標とする。 

・ポンプや水車、内燃機関などの構造と機能に関する知識と技術を習得し、各装置を有効に活用す

る能力を育てることを目標とする。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

原動機にかかわる基

礎的な知識や技術へ

の関心と、その習得に

意欲があり、合理的な

生産方法を企画し、実

際に活用しようとし

ている。 

原動機にかかわるさ

まざまな事象やそれ

にかかわる問題点を

把握して分析し、それ

に対処するために、こ

れまでに習得した知

識や技術などを活用

するとともに、そこで

得た知識や経験を基

にした発表を行うこ

とができる。 

原動機にかかわる知

識や技術をいろいろ

な場面で活用でき

る。 

原動機の基礎的な知

識や技術の理解はも

とより、社会のいろ

いろな場面での問題

解決を試みることが

できるようにそれら

を相互に関連させて

理解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

定期考査 

ノート・プリントの記

述および提出状況 

出席状況 

学習状況の観察 

定期考査 

ノート・プリントの記

述および提出状況 

出席状況 

学習状況の観察 

定期考査 

ノート・プリントの

記述および提出状況 

出席状況 

学習状況の観察 

定期考査 

ノート・プリントの

記述および提出状況 

出席状況 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
と
変
換 

第１節エネルギー利用の歴史 

第２節こんにちのエネルギー

と動力 

第３節エネルギーの現状と将

来 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

a:エネルギーの需要と供給の

概略、環境への影響と省エネル

ギー、新しいエネルギーなどを

把握しようとしている。 

b:エネルギーが備えるべき性

質や、省エネルギーの重要性、

将来のエネルギーのあり方な

どを把握し、エネルギーが社会

や環境に及ぼす影響を発表で

きる。 

c:エネルギーが備えるべき性

質や、省エネルギーの重要性、

将来のエネルギーのあり方な

どを把握して、そこで得た知識

などを社会生活の中で活用で

きる。 

d: エネルギーが備えるべき性

質や、省エネルギーの重要性、

将来のエネルギーのあり方な

どを把握し、エネルギーが社会

や環境に及ぼす影響を理解し

ている。 

学習状況の

観察 

定期考査 

ノート・プリン

トの記述およ

び提出状況 

出席状況 

第
２
章 

流
体
機
械 

第１節 流体機械のあらまし 

第２節 流体機械の基礎 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

a:流体の基本的な性質を把握

し、また流体や流体の流れを力

学的に捉えて理解し、これらを

活用しようとしている。 

b:流体の基本的な性質を把握

し、また流体や流体の流れを力

学的に捉えて理解し、これらの

活用法を発表できる。 

c:流体の基本的な性質を把握

し、また流体や流体の流れを力

学的に捉えて理解し、これらを

活用できる。 

d:流体の基本的な性質を把握

し、また流体や流体の流れを力

学的に捉えて理解し、これらを

活用できるように理解してい

る。 

学習状況の

観察 

定期考査 

ノート・プリン

トの記述およ

び提出状況 

出席状況 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期 

第
２
章 

流
体
機
械 

第２節 流体機械の基礎 

第３節 流体の計測 

第４節 ポンプ 

第５節 送風機・圧縮機と真

空ポンプ 

第６節 水車 

第７節 油圧装置と空気圧装

置 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

a:ポンプや送風機、水車の原

理、構造、特性、性能、運転な

どを把握して、使用目的に応じ

た適当な各装置を選択し、それ

を活用しようとしている。 

b:ポンプや送風機、水車の原

理、構造、特性、性能、運転な

どを把握して、使用目的に応じ

た適当な各装置の選択や活用

の方法を発表できる。 

c:ポンプや送風機、水車の原

理、構造、特性、性能、運転な

どを把握して、使用目的に応じ

た適当な各装置の選択と活用

ができる。 

d:ポンプや送風機、水車の原

理、構造、特性、性能、運転な

どを把握して、使用目的に応じ

た適当な各装置の選択や活用

の方法を理解している。 

学習状況の

観察 

定期考査 

ノート・プリン

トの記述およ

び提出状況 

出席状況 

第
３
章 

内
燃
機
関 

第１節 内燃機関のあらまし 

第２節 熱機関の基礎 

第３節 往復動機関の作動原

理と熱効率 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

a:いろいろな内燃機関を理解

して、内燃機関の適切な活用法

を把握しようとしている。 

b:いろいろな内燃機関の適切

な活用法を発表できる。 

c:いろいろな内燃機関を適切

に活用できる。 

d:いろいろな内燃機関の適切

な活用法を理解している。 

学習状況の

観察 

定期考査 

ノート・プリン

トの記述およ

び提出状況 

出席状況 



 

※令和３年度以前入学生用 

３
学
期 

第
３
章 

内
燃
機
関 

第４節 往復動機関の構造 〇 〇 〇 〇 a:往復動機関の構造と各部の

機能を把握し、機関各部の動作

と燃料・吸気・燃焼・排気など

との関係も理解して、これらを

活用しようとしている。 

b:往復動機関の構造と各部の

機能を把握し、機関各部の動作

と燃料・吸気・燃焼・排気など

との関係も理解して、これらの

活用法を発表できる。 

c:往復動機関の構造と各部の

機能を把握し、機関各部の動作

と燃料・吸気・燃焼・排気など

との関係も理解して、これらを

活用できる。 

d:往復動機関の構造と各部の

機能を把握し、機関各部の動作

と燃料・吸気・燃焼・排気など

との関係も理解して、これらの

活用法を把握している。 

学習状況の

観察 

定期考査 

ノート・プリン

トの記述およ

び提出状況 

出席状況 

第
４
章 

自
動
車 

４ 章 自 動 車 第１節 自動車の発達と社会 

第２節 自動車の構造と性能 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:自動車の構造、特性、性能、

安全などの基本的なことがら

を把握して、自動車を適切に活

用しようとしている。 

b:把握した自動車の構造、特

性、性能、安全などの基本的な

ことがらから、自動車の適切な

活用法を発表できる。 

c:自動車の構造、特性、性能、

安全などの基本的なことがら

を把握し、自動車を適切に活用

できる。 

d:自動車の構造、特性、性能、

安全などの基本的なことがら

を理解し、自動車の適切な活用

法を把握している。 

学習状況の

観察 

定期考査 

ノート・プリン

トの記述およ

び提出状況 

出席状況 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


